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層状コバルト水酸化物には様々な結晶構造が存在するが、CoO6八面体の辺共有と点共有で層状

構造が形成された Co2(OH)2(X), (Xは層間分子であるジカルボン酸。以下 221と称する)が巨大な保

磁力を示すことから注目されている。層間分子 X=TPA(テレフタル酸)の 221 では、温度 2K で

Hc=50kOeの合金系強磁性材料に匹敵する保磁力を示すことが報告されており、新たな磁性材料の

可能性を示すものといえる。 

今回我々は、層状コバルト水酸化物における巨大保磁力発現の条件及び原因を明らかにするこ

とを目的に、221 の層間分子が異なる物質を複数合成、その保磁力と磁性の関係を調査した。ま

た層内結晶構造が 221とは異なる層状コバルト水酸化物、Co5(OH)8(X), (以下 581と称する)を合成

し、その構造と磁性を評価し、221と比較した。 

221は硝酸コバルト六水和物とジカルボン酸(TPA: テレフタル酸、NDCA: ナフタレンジカルボ

ン酸、SDCA: スチルベンジカルボン酸)水溶液に水酸化剤として NH3を加えた後、水熱加熱を行

い合成した。合成の際、反応条件(混合比、反応温度、反応時間等)の検討を行った。581は硝酸コ

バルト六水和物とジカルボン酸水溶液に NH3水溶液に滴下し攪拌して合成した。各種反応生成物

の同定には X 線回折装置及びリートベルト法を用い、磁性の評価には SQUID 磁束計を用いた。

Co-221, (X=TPA)のリートベルト解析には報告されている Cu2(OH)2(TPA)をモデル構造とした。 

右図に、今回我々が合成した 221, (X=TPA)のヒステリシ

ス曲線を示す。保磁力は温度 2Kにおいて Hc=50kOeを示

した。層間分子が異なる他の 221の保磁力と比較した結果、

層間分子が大きいほど、保磁力が大きくなる傾向があるこ

とが分かった。また、221と 581の保磁力を比較したとこ

ろ、581の保磁力は 221の 1/16程度であることが判明した。

以上の結果から層状コバルト水酸化物において巨大保磁

力が生じる条件として、層間距離が大きいこと、層内構造

が 221型であることを明らかにした。当日詳細を報告する。 
Co2(OH)2(TPA)の磁化曲線 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)11p-A20-8 

© 2015年 応用物理学会 08-016


